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記事は3月18日時点で制作しています。掲載している催しが新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ため、中止･延期になる場合があります。市ホームページ、または問い合わせ先で確認してください。

詳
し
く
は

こ
ち
ら

関
連
記
事
は
20
ペ
ー
ジ

3
月
8
日
㈰
、福
島
八
幡
宮
に
お
い
て
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
の
感
謝
を
込
め
て

2～3
4～5
6～9
19

八女黒木大藤まつり
来年から新庁舎の建設工事が始まります
子育てを応援します
地域づくり提案事業11件を採択  
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◦
日
時
＝
４
月
15
日
㈬
10
時
30

分
～

◦
会
場
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

　

こ
の
式
典
は
、
藤
の
花
を
称
え
、

市
の
発
展
と
市
民
の
幸
福
を
祈
念

し
、
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を
注
ぐ

神
事
で
す
。
か
つ
て
の
戦
火
や
約

２
０
０
年
前
の
黒
木
町
の
大
火
に

あ
っ
た
際
、
損
傷
を
受
け
た
藤
が

酒
の
粕
を
根
元
に
与
え
た
こ
と
で

樹
勢
が
元
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と

に
由
来
し
て
お
り
、
毎
年
、
藤
の

根
元
に
酒
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
会
場
＝
物
産
展
会
場

　

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の

ほ
か
、
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご

汁
な
ど
郷
土
料
理
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
19
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場
ほ
か

【
限
定
１
５
０
人
】

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

　

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
の
大
藤
、

津
江
神
社
、
学
び
の
館
、
下
町
通

り
公
園
を
散
策
し
ま
す
。（
八
女

市
商
工
会
黒
木
地
区
青
年
部
）

◦
日
時
＝
４
月
中
旬
～
５
月
初
旬

18
時
30
分
～
22
時

◦
場
所
＝
黒
木
の
大
藤

　

ま
つ
り
期
間
中
、
黒
木
の
大
藤

（
国
指
定
）
の
株
を
中
心
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
夜
の
大
藤
の

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
体
験
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
30
日
㈭

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
詰

　

八
女
市
商
工
会
黒
木
地
区
女
性

部
に
よ
る
無
料
の
湯
茶
接
待
で
す
。

八
女
の
お
い
し
い
お
茶
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈰
～
30
日
㈭

11
時
～
15
時

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

物
産
展

黒
木
名
所
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
藤
の
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋

大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
間
／
４
月
中
旬
～
５
月
初
旬　
会
場
／
素す
さ
の
お

盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り

案内
図 map

◦物産展！
◦スタンプラリー！
◦大藤ライトアップ！
◦無料湯茶接待！

※道路の横断は横断歩道をお使いください。

◦黒木支所
（黒木町観光協会）

◦
学びの館

（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

◦◦

◦

◦

矢部川◦「ふじの里」黒木警部交番 ◦

←上陽・星野 ←
笠
原

→矢部

物産展会場

津江神社の大樟★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

◦

●●●

●●●

●●●

●●●

★黒木の大藤
●●●

●●●

●●● ●●●国道442号 後
藤
酒
造
場

旭
松
酒
造

体育センター

総
合
案
内
所

旧
松
木
家
住
宅

←
八女市街

黒木の古い町並み

歩行者専用
（9時～17時）

※案内所に周辺マップを用意しています。

◦
観
光
協
会

案
内
所

素
す さ の お

盞嗚神社

【中止のお知らせ】
新型コロナウイルス感染症対策
のため中止となりました。



広報八女 2020.4.13

◦
場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館

　

表
構
え
を
残
す
居
蔵
造
の
町
家

「
旧
松
木
家
住
宅
」
で
だ
ご
汁
な
ど

の
田
舎
料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒

造
場

　

八
女
黒
木
の
豊
か
で
良
質
な
水

と
米
で
造
ら
れ
た
日
本
酒
や
こ
だ

わ
り
の
焼
酎
が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造

　

旭
松
酒
造
内
酒
蔵
に
て
、
竹
灯

籠
の
展
示
を
し
ま
す
。
幻
想
的
な

真
昼
の
竹
あ
か
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁

◦
場
所
＝
樋
口
善
造
ア
ト
リ
エ

　

地
元
の
四
季
折
々
の
自
然
や
町

並
み
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
創
作

活
動
を
続
け
る
洋
画
家
の
油
絵

展
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁

◦
場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

左
官
職
人
が
使
う
こ
て
で
漆
喰

を
塗
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
描

い
た
作
品
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈫
～
30
日
㈭

◦
場
所
＝
ふ
た
り
工
房
（
川
口
家
）

　

藍
染
の
糸
で
自
由
気
ま
ま
に
編

み
あ
げ
た
手
作
り
の
作
品
と
、
木

の
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
小
さ
な

楽
し
い
木
工
品
が
並
び
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈯
～
５
月
6

日
㉁　
※
期
間
中
不
定
休
あ
り

◦
場
所
＝
と
う
り
ゃ
ん
せ

　

食
卓
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る

癒
し
の
器
た
ち
。
ま
つ
り
期
間
中

焼
き
物
全
商
品
２
割
引
。

◦
期
間
＝
４
月
25
日
㈯
～
29
日
㈷

◦
場
所
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
く
う

　

陶
芸
を
中
心
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

書
、
布
、
版
画
な
ど
、
小
物
雑
貨

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
5
月
2
日
㈯
9
時
30

分
～
14
時

◦
場
所
＝
霊
巌
寺

　

霊
巌
寺
は
八
女
茶
発
祥
の
地
。

献
茶
祭
で
は
、
八
女
茶
の
弥
栄
を

祈
念
し
て
献
茶
が
行
わ
れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
19
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
場
所
＝
樋
口
本
家

　

築
１
０
０
年
以
上
の
古
民
家
で

手
づ
く
り
の
か
わ
い
い
小
物
が
年

に
１
日
だ
け
並
び
ま
す
。
お
気
に

入
り
の
も
の
と
出
会
え
る
と
思
い

ま
す
。

◦
期
間
＝
5
月
2
日
㈯
～
3
日
㈷

◦
場
所
＝
天
空
の
茶
屋
敷

　

日
本
の
原
風
景
が
残
る
笠
原
地

区
に
お
い
て
、
八
女
茶
、
ヨ
ガ
レ
ッ

ス
ン
、
タ
イ
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
間
＝
通
年
（
※
3
日
前
ま
で

の
予
約
が
必
要
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
八
女
（
☎
４
２・２
４
０
０
）

　

森
の
持
つ
癒
し
効
果
を
科
学
的

に
解
き
明
か
し
、
心
と
身
体
の
健

康
に
活
か
す
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

を
五
感
で
感
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。

⃝

運
行
日
＝
４
月
25
日
㈯
・
26

日
㈰

⃝

コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
久
留
米
駅
西
口

（
西
鉄
久
留
米
駅
前
日
生
ビ
ル
前
）

→
黒
木
の
大
藤

⃝

時
間
＝
《
久
留
米
発
》
10
時
→

（
10
時
10
分
）
→
黒
木
、《
黒
木
発
》

13
時
→
久
留
米

⃝

料
金
＝
大
人
片
道
８
０
０
円

（
小
・
中
学
生
半
額
、
小
学
生
未

満
無
料
）
※
大
藤
保
存
協
力
金
と

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

蔵
開
き

真
昼
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

「
酒
蔵
竹
灯
籠
」

樋
口
善
造
油
絵
展

佳
空
窯 

春
の
工
房
展

藍
染
ニ
ッ
ト
・
木
遊
び
展

「
絵
と
う
つ
わ
」

と
う
り
ゃ
ん
せ

酒
井
武
雄
鏝こ

て
え絵

展

小
間
物
ひ
ぐ
ち

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

第
57
回
献
茶
祭

（
献
茶
、野
点
茶
席
、新
茶
販
売
）

【藤の開花状況】
黒木町観光協会ホームページ内の
ウェブカメラで見ることができます。
http://www.townkurogi-ta.jp/

【問い合わせ】
▷黒木支所八女黒木大藤まつり担当（☎ 42・1111）
▷黒木町観光協会（☎ 42・9190）

い
や
し
の
森

（
八
女
茶
・
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
・

タ
イ
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）

シ
ャ
ト
ル
バス
運
行

（
久
留
米
往
復
便
）

【中止のお知らせ】
新型コロナウイルス感染症対策
のため中止となりました。
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来年（令和３年）から新庁舎の建設工
事が始まります。ご理解とあらかじ
めのご配慮、ご協力をお願いします。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
頃

（
予
定
）
ま
で
の
間
、
市
役
所
本
庁
舎
敷
地

内
で
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
お
よ
び
新

庁
舎
建
設
工
事
、
新
庁
舎
移
転
、
旧
庁
舎

解
体
、
外
構
工
事
等
を
行
う
予
定
の
た
め
、

本
庁
舎
南
側
駐
車
場
が
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
代
替
（
臨
時
）
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
八
女
公
園
や
現
北
庁
舎
北
側

駐
車
場
（
増
台
）
の
ほ
か
、
市
役
所
周
辺

で
臨
時
駐
車
場
を
確
保
す
る
予
定
で
す
。

今
後
、
準
備
が
整
い
し
だ
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
な
ご

不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
マ
イ
カ
ー
で
の
来
庁
を
ご
遠
慮

い
た
だ
く
、
ま
た
は
乗
合
せ
で
お
越
し
い

た
だ
く
等
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

来
年
か
ら
代
替
駐
車
場
で
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

現在の八女市役所本庁舎
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本
庁
駐
車
場
へ
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

▽
令
和
２
年
度

　

新
庁
舎
実
施
設
計

▽
令
和
２
年
度
末

　

敷
地
内
樹
木
・
構
造
物
等
撤
去
・
移
設
工
事

▽
令
和
３
～
４
年
度

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
、
新
庁
舎
建
設
工
事

▽
令
和
５
年
度

　
新
庁
舎
開
庁
、
旧
庁
舎
解
体
、
外
構
工
事

　
（
事
業
完
了
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
場
合
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

登
録
証
明
書
、
戸
籍
全
部
（
個
人
）

事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写

し
は
市
内
外
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
等
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
取
得
可
能
（
戸
籍
関

係
は
住
所
と
本
籍
地
が
八
女
市
の

人
の
み
）
で
す
。
交
付
手
数
料
は
、

市
役
所
窓
口
よ
り
も
１
通
あ
た
り
50

円
安
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
は
、
本
庁
・
各
支
所
で
手

続
き
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
大
変

便
利
で
す
の
で
、
ま
だ
お
持
ち
で
な

い
人
は
令
和
２
年
度
の
う
ち
に
、
申

請
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

八
女
市
役
所
本
庁
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
各
種
団
体
の
集
合
場
所
等
と
し

て
利
用
さ
れ
、
長
時
間
駐
車
さ
れ
る

場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
開

庁
日
に
集
合
場
所
等
と
し
て
利
用
さ

れ
、
長
時
間
駐
車
さ
れ
た
場
合
、
市

役
所
に
用
件
が
あ
る
方
の
駐
車
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
新
庁
舎
の
建
設
工
事
が
始
ま
る

と
敷
地
内
の
駐
車
場
（
台
数
）
が

少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
集
合
場
所

等
と
し
て
の
利
用
は
、
ご
遠
慮
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

団
体
や
個
人
で
、
お
り
な
す
八
女

を
会
場
と
し
て
催
し
を
企
画
さ
れ
る

場
合
は
、
参
加
者
へ
建
設
工
事
中
の

市
役
所
駐
車
場
の
状
況
に
つ
い
て
事

前
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
や
、
乗
合
せ
等
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「マイナンバーカー
ド」をお持ちの人は、
コンビニで住民票
が取得できます

集
合
場
所
と
し
て
の
本
庁
駐
車
場

の
利
用
は
ご
遠
慮
お
願
い
し
ま
す

お
り
な
す
八
女
で
催
し
を
企
画

す
る
場
合
は
ご
配
慮
く
だ
さ
い

　住民票の写しや印鑑登録証
明書、戸籍全部（個人）事項
証明書、戸籍の附票の写し、
納税証明等（※）は、八女市
役所の本庁、各支所のどこで
も交付が受けられます。新庁
舎の建設工事が始まると、駐
車場でご不便をおかけします
ので、旧八女地域にお住まい
で立花町や上陽町に近い場合
は、駐車場が便利な各支所を
どうぞご利用ください。
※詳しくはお尋ねください。

立花支所

上陽支所

【今後の予定】 新庁舎建設予定地

現八女市南庁舎

現八女市北庁舎

新庁舎

旧八女地域にお住まい
なら、立花支所や上場
支所も便利です

新庁舎は現在地の南
側駐車場部分に建て
替える予定です。竣
工後に移転し、旧庁
舎を取り壊します。
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八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設
『
や
め
っ
こ
未
来
館
』

は
、
八
女
市
立
福
島
保
育
所
と
八
女
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
で
、
保
育
所
の
機
能
と
子
育

て
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
（
施
設
型
子
育
て
と
在
宅
型
子
育
て
）

を
連
携
し
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
さ
ま
と
協
働
す
る
こ
と

に
よ
り
、
八
女
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

子
育
て
支
援
課

（
☎
２
３・１
３
５
１
）

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設

『
や
め
っ
こ
未
来
館
』

八
女
市
で
は
地
域
に
お
け
る
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を

目
指
し
、
子
育
て
支
援
総
合
施
設
『
や
め
っ
こ
未
来
館
』
を
中

核
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　子どもたちが安心して遊べ
る場、子育て中の保護者の皆
さんが交流したり情報収集した
りできる場を提供しています。 
◦住所＝八女市稲富 499 番地 
子育て支援総合施設「やめっ
こ未来館」内
◦開所＝火曜～日曜 9 時～ 17
時（月曜・祝日、年末年始は休み）
☎  0943・24・8814 
o 0943・24・8815

みらい広場
（やめっこ未来館内）

地域子育て支援拠点施設

子育て世代の人に各拠点施設等で
行れるイベントの情報を発信します！

子育て
応援
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　地域子育て支援拠点施設では、子育て
中の親子の皆さんが子育てをしている仲間
同士、みんなで楽しみ、考え、支え合って
いける場を提供しています。子育ては「大
変！」「困った！」と思ったり、落ち込んだり、
悩んだりする前に、いつでも気軽に遊びに
きてください。子育てに関する相談を受け
たり、講座等を開催しています。みらい広
場のほかにも、各地に子育て支援施設があ
ります。ご利用ください。

■子育て支援施設 
きらきら

（立花町北山 2747
番地 5 ／北山保育
所隣） 
◦月曜～土曜／ 9
時～ 16 時 開所
◦ ☎＆n 0943・24・9090
※日曜・祝日 、年末年始は休み。

■子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑
原 207 番
地／黒木地
域交流セン
ター「ふじ
の里」内）
◦金曜～水曜／ 9 時～ 16 時 30 分 開所
◦☎ 0943・42・3301
※木曜・祝日、年末年始はお休みです。

※各施設の催し物等は、毎月15 日号広報
八女の「子育ち支援掲示板」に情報を掲
載しています。また、八女市ホームページ
でも確認できます。

　子どもが 1 人でも安心して食事ができる
「こども食堂」を市内４か所で行っています。
■こども食堂「土曜クラブ」
日時＝毎週土曜日11時～ 13 時　
場所＝「おりなす八女」（本町）
■こども食堂「かたらんね」
日時＝毎月第２・第４土曜日11時～ 13 時 30 分　
場所＝母子生活支援施設「ひまわり園」（津江）
■こども食堂「たちばな」
日時＝毎月第４土曜日11時～ 13 時 30 分　
場所＝「働く女性の家」（立花）
■こども食堂「いこいカフェ」
日時＝毎月第４土曜日11時～ 13 時 30 分　
場所＝「ふじの里」（黒木町）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
で
は
、「
♪
子
ど
も

の
笑
顔
は
地
域
で
育
む
♪
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
乳
幼
児
や
小
学
生

の
保
護
者
等
を
会
員
と
し
て
、
児

童
の
預
か
り
の
援
助
を
受
け
る
こ

と
を
希
望
す
る
人
と
援
助
を
行
う

こ
と
を
希
望
す
る
人
と
の
相
互
援

助
活
動
に
関
す
る
連
絡
、
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。
講
習
を
受
け
会

員
登
録
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
会
員
登
録
の
手
続
き
等

は
、
八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施

設
『
や
め
っ
こ
未
来
館
』
内
の
事

務
局
で
行
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
地
域
で
子
育
て
を

応
援
し
ま
す
。
お
お
む
ね
生
後

４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
。
児
童
手
当

申
請
時
等
に
あ
な
た
の
地
区
の

訪
問
従
事
者
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
事
、
聞
き
た
い
事
等
何
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
市
の

保
健
師
お
よ
び
保
育
士
が
引
き

続
き
訪
問
し
、
養
育
相
談
や
支

援
を
行
い
ま
す
。

◦
訪
問
従
事
者
と
は･･･

市
の

委
託
を
受
け
た
者
（
民
生
委
員

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
）、

保
健
師
、
保
育
士
等
で
す
。

◦
訪
問
日
…
電
話
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
都
合
の
よ
い

日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

乳児家庭全戸（こんにち
は赤ちゃん）訪問事業

区　分 時　間 市内住民 市外住民で市内の
事業所等に勤務

月曜日～
　土曜日

8 時～ 19 時 200 円 500 円
7 時～ 8 時
19 時～ 21時 400 円（200 円） 700 円

日曜日、祝
日、12/29
～ 1/3

8 時～ 19 時 400 円（200 円） 700 円
7 時～ 8 時
19 時～ 21時 600 円（400 円） 900 円

▼１時間あたりの利用料金

子育て支援拠点事業
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業

いつでも気軽に遊びにきてね！

こども食堂

※（　）内は、ひとり親家庭の料金。市内住民は利用料１時間につき
300 円の補助を行っており、補助金を差し引いた金額です。
◦問い合わせ＝やめファミリー・サポート・センター（☎ 23・1546）

どなたでも
お気軽においで
ください。

利用料無料です。
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
も

と
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
は
、

市
内
の
保
育
所（
18
か
所
）や
幼
稚
園（
１

か
所
）、ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園（
４
か
所
）

や
小
規
模
保
育
施
設
（
３
か
所
）
か
ら
、

家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
を
選
び
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
０
～
２
歳
児
の
保
育
料
に
つ
い
て
八

女
市
で
は

国
の
基
準

よ
り
減
額

を
行
っ
て

い
ま
す
。

　市内には 17 か所（27 支援単位）
の学童保育所があり、放課後等に
保護者が就労などのため不在とな
るご家庭の小学生が利用できます。
◦開所時間＝

【平日】放課後～ 18 時
【土曜日および休業日】７時 30 分
～ 18 時 ※ 19 時まで延長あり

【日・祝日】閉所
◦利用料金＝月額 5,500 円

（８月は 7,000 円）
◦延長料金＝１回 200 円

（最大 1,000 円まで）
※長期休業期間のみの利用もでき
ます。ただし、入所者多数のため
長期休業期間のみの利用ができな
い場合もあります。

　

お
子
さ
ま
が
「
病
気
で
保
育
園
や
小

学
校
な
ど
に
通
え
な
い
」
け
れ
ど
、「
日

中
家
庭
で
看
病
で
き
な
い
」「
仕
事
を

こ
れ
以
上
休
め
な
い
」
等
の
場
合
に
お

子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

八
女
市
・
広
川
町
の
３
事
業
所
で
実
施

し
て
お
り
、
八
女
地
区
に
お
住
ま
い
の

人
は
1
日
１
０
０
０
円
で
ご
利
用
で
き

ま
す
。

◦
対
象
＝
生
後
３
か
月
～
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ま

◦
利
用
日
・
期
間
＝
月
曜
～
土
曜
（
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

原
則
と
し
て
連
続
７
日
間

◦
利
用
時
間
＝
７
時
30
分
～
18
時

◦
事
業
所
＝
▽
こ
ど
も
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

び
の
び
（
黒
木
）
☎
４
２
・
０
６
７
３

▽
す
こ
や
か
（
高
塚
）
☎
２
３
・
７
１
２
１

▽
お
ひ
さ
ま
（
広
川
町
太
田
）
☎
３
２・

６
１
０
３

　

い
ざ
と
い
う
場
合
に
、
病
児
・
病
後

児
事
業
所
が
お
子
さ
ま
の
状
態
を
速
や

か
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
事
前
登
録
を

お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
各
事
業
所
で

準
備
す
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　八女市子育て支援総合施設『やめっこ未来
館』において、一時預かり事業を行っていま
す。保育所（園）を利用されていないご家庭
で、日常生活の突発的な事情や保護者の非定
期的なパート就労や入院・育児疲れなどにより
一時的に家庭での保育が困難となった場合等
に、お子さまをお預かりする事業です。
◦対象＝ 6 か月以上の未就学児
◦利用日＝月曜～土曜日（日曜日・祝日・年末
年始を除く）
◦利用時間＝ 9 時～ 17 時
◦利用料金＝４時間以内 800 円
　　　　　（市外在住者 1,400 円）
４時間を超えて８時間以内 1,600 円
　　　　　（市外在住者 2,800 円）
※給食実費 200 円
◦利用定員＝ 15 人
◦利用するには事前に登録が必要です。
◦問い合わせ＝やめっこ未来館 （☎ 24・8814）

教育
・
保育

教
育
・
保
育
事
業

お
子
さ
ま
に
幼
児
教
育
や
保
育
が
必
要
な
と
き
は

八
女
地
区
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

一時預かり事業

学童保育
（放課後児童健全育成事業）

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
食

の
衛
生
を
確
保
し
、
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
等

に
通
う
３
歳
以
上
児
の
給
食

の
う
ち
、
主
食
（
ご
は
ん
）

に
係
る
費
用
に
対
し
て
各
施

設
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
ご

飯
の
持
参
や
ご
飯
代
の
負
担

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
所
、
幼
稚
園
等

の
児
童
に
ご
飯
を
提

供
し
ま
す

新規
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出
生
児
に
「
や
め
っ
こ
夢
祝
金
」
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
お
子
さ
ま
の
出

生
を
祝
福
し
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
父
ま
た
は

母
が
、
出
産
の
日
ま
で
引
き
続
き
３
か
月
以

上
居
住
（
住
民
登
録
）
し
て
い
れ
ば
申
請
で

き
ま
す
。
な
お
、

申
請
は
出
産
の

日
か
ら
３
か
月

以
内
で
す
。

◦
支
給
額
＝

▽
第
１
子
５
万
円

▽
第
２
子
８
万
円

▽
第
３
子
以
降

10
万
円

　

八
女
市
で
は
、
転
入
さ
れ
た
中
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園

等
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
た
め
「
や

め
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当
」
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
支
給
要
件
に
該
当

し
て
か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

◦
支
給
要
件
＝
①
保
護
者
と
お
子
さ
ん
が
、
一
緒

に
転
入
後
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
八
女
市
に

居
住
（
住
民
登
録
）
す
る
こ
と
。
②
転
入
日
以

前
１
年
間
以
上
八
女
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
こ
と
。③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

◦
支
給
額
＝
転
入
し
た
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
一
人
当
た
り
３
万
円

※
手
当
の
支
給
は
、
１
回
限
り
で
、
再
転
入
さ

れ
た
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　子育て世代包括支援センターでは、妊娠期から
子育て期まで切れ目のない支援を行うため、保健師、
助産師等の専門職が、さまざまな疑問や心配事につ
いて相談をお受けしています。妊娠の届出（母子健
康手帳の交付）をはじめ、一人一人に合った産前
産後の過ごし方や子育てのためのプランを必要に応
じて一緒に考えています。妊娠期、産後、子育て期、
それぞれの時期に受けられるサービス（教室や訪問
など）や母子保健と子育て支援に関する制度や施
設についてもご案内しています。ご来館のほか電話・
メールなどでも受け付けています。
◦相談・問い合わせ＝☎ 0943・24・8282 または
090・4776・3155/q kosodate-h@city.yame.lg.jp
◦相談日・相談時間＝月～土／ 8時 30 分～17時15 分

　すべての子どもが心身ともに
すこやかに育つよう、子どもと家
庭の問題について、家庭児童相
談員が電話や面談で相談
に応じます。相談室へお
気軽にご連絡ください。
◦相談・問い合わせ＝

【本庁】
☎ 0943・23・1448　

【黒木支所】
☎ 0943・42・1800
◦相談日・相談時間＝平日／
８時 30 分～ 17 時 15 分

　八女市では、入
学または義務教育学
校の 7 年生として進
級する際における家
庭の経済的負担を
軽減し、お子さまの健全な育成を支援す
るため「八女市入学祝金」を支給します。
◦申請手続き＝
①八女市立の小・中・義務教育学校に入
学の児童・生徒または義務教育学校の 7
年生として進級する生徒については、当
該学校を通じて行います。
②八女市立以外の小・中学校等に入学の
児童・生徒については、対象世帯あてに
関係書類を郵送します。
◦支給要件＝小・中学校等に１年生として
入学する児童および生徒または義務教育
学校に７年生として進級する生徒を養育し
ている保護者で、本市に住所を有する人
◦支給額＝小学校または義務教育学校 1
年生に入学する児童 1 人につき３万円、
中学校または中等教育学校入学生徒 1 人
につき５万円、義務教育学校に７年生と
して進級する生徒５万円

子育て
相談

その他

や
め
っ
こ
夢
祝
金

や
め
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当

子育て世代包括支援センター家庭児童相談室

八女市入学祝金

◦問い合わせ＝学校教育課総務係
（☎ 24・9451）
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20

歳
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
本
人

の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ
く
、
家
族

の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
学

校
に
よ
っ
て
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
免
除
を
希
望
す
る

人
も
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
式
の
申
請

書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
の
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
れ
ば
申
請
で
き

ま
す
。

◦
申
請
方
法
＝
４
月
１
日
㈬
か
ら
、
本
庁
市

民
課
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
お
よ
び
各
支
所
の

市
民
生
活
福
祉
係
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

◦
添
付
書
類

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書

　

初
め
て
国
民
年
金
の
資
格
を
取
得
し
た

人
が
、
資
格
取
得
届
の
届
出
と
同
時
に
こ

の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
添
付
不
要
で
す
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　

在
学
証
明
書（
原
本
）ま
た
は
学
生
証（
有

効
期
限
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
の
写
し

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
各
種
学
校

に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課

程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
在
学
証
明
書
等
で
証
明
で
き
る
場
合
は
不

要
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

④
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
と
認

め
印
、
さ
ら
に
申
請
人
と
別
世
帯
の
人
が

申
請
に
来
ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
人

は
、
失
業
し
た
こ
と
が
分
か
る
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
市
民
課
市
民
・
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
５
）
▽
黒
木
支
所
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）
▽
立

花
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
（
☎
２
３
・
４

９
３
２
）
▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
２
４
・
９
１
４
２
）
▽
星

野
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
（
☎
５
２
・
３

１
１
３
）

　今般、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、申
告所得税（および復興特別所得税）、贈与税および個人事業者
の消費税（および地方消費税）の申告期限・納付期限について、
令和２年４月16 日㈭まで延長することといたしました。
　八女税務署では、確定申告会場を４月16日㈭まで開設します。

【申告会場】八女税務署【受付時間】９時～ 16 時
※土・日曜日および祝日は休みです。
　申告所得税および個人の消費税の振替納税をご利用されてい
る人の振替日についても、次のとおり延長することとしました。
◦問い合わせ＝八女税務署（☎２３・５１９１）

税　目 振替日

申告所得税 令和２年５月１５日㈮

消費税（個人事業者） 令和２年５月１９日㈫

申告所得税、贈与税および個人事業者の
消費税の申告・納付期限について

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
が
始
ま
り
ま
す

20 歳未満の人の飲酒は法律
で禁止されています。
20 歳未満の人がお酒を飲む
と、脳の機能の低下、肝臓等
の臓器への障害、性ホルモン
の分泌異常などのリスクが高く
なります。

お酒は 20 歳になってから
2022 年４月から民法の成年年
齢は 18 歳に引き下げられます
が、お酒に関する年齢制限は
20 歳のまま維持されます。

福岡国税局・税務署

4月は20歳未満
飲酒防止強調月間

国
民年

金

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

申
請
は
４
月
１
日
㈬
か
ら
受
付
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
毎
年
の
消
費
者
物
価
指

数
の
変
動
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
4
月
分
か
ら
の
手
当
額
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
変
更
分
（
０
・
５
㌫
）
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　ひとり親サポートセンターでは、ひとり親家庭の人等を対象に、
ハローワークと連携した就業支援や養育費相談等を行っていま
す。以下の支援を希望する人は、先ずはお電話ください。
春日市原町 3-1-7（クローバープラザ内）☎ 092・584・3931

（月～金曜９時～ 17 時、毎週土曜、第１・第３日曜９時～ 16 時）

児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

▼令和２年 4 月以降の手当額（５月振込分から） 

区分 児童１人 第２子加算額 第３子以降加算額
全部支給 43,160 円 10,190 円 6,110 円

一部支給 43,150 円～
10,180 円

10,180 円～
5,100 円

6,100 円～
3,060 円

1 級（重度障害児） 月額　　52,500円

2 級（中度障害児） 月額　　34,970円

※手当額は所得に応じて決定されます。
※手当は認定請求した日の属する月の翌月分から支給されます。
※令和２年度の手当支給月は、年６回（５月・７月・９月・１１
月・１月・３月）で前月分までの２か月分が支給されます。

※手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されます。
年３回（４月、８月、11月）前月分までの４か月分が支給されます。

▼令和２年4月以降の手当額（8月振込分から）

令
和
２
年
４
月
か
ら

【児童扶養手当】
ひとり親家庭で児童を監護している人に手当を支給する制度です。

心身にしょうがいのある 20 歳未満の児童を監護している人に支給
する制度です。

【特別児童扶養手当】

養育相談
◦電話相談 ( 離婚協議中の人も相談ください )
相談内容によって弁護士相談クーポン（１時間無料
相談券）を発行します。

無料
弁護士相談

◦来所相談＝先着順各４人
◦日時＝▽ 4/1 ㈬ 13:00 ～ 15:00 ▽ 4/8・4/22 ㈬
18:30 ～ 20:30 ▽ 5/13 ㈬ 13:00 ～ 15:00

講習会

パソコン
①入門
② Word 基礎
③ Excel 基礎

◦開催地＝クローバープラザ４階 OA ルーム
◦期間＝①５/12、13、14 の午後３日間② 5/19、
20、21の午後３日間③ 5/25、26、27、28 の午後
４日間
◦①②③共通＝13:00 ～ 17:00（1日4 時間 )
定員＝ 20 人／託児あり／受講料無料（一部負担金
もなし ) ／締切日① 4/20 ㈪② 4/27 ㈪③ 5/10 ㈰

ひとり親サポートセンターをご利用ください

　八女市ホームページでは、金
融支援や雇用支援など事業者向
け支援情報を掲載しています。
詳しくは、八女市ホームページを
ご確認ください。なお、インター
ネットの利用が難しい人は、問い
合わせ先までご連絡ください。
◦問い合わせ＝

【金融支援について】 
商工振興課（☎２３・１１８９）

【雇用支援について】
企業誘致課（☎２３・１１５３）

新型コロナウイルス感
染症に伴う事業者向け
支援一覧について
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公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

　

市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和

２
年
４
月
か
ら
上
記
の
と
お
り
供

用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。
詳

細
は
３
月
31
日
㈫
か
ら
４
月
17
日

㈮
ま
で
上
下
水
道
局
で
縦
覧
で
き

ま
す
（
土
、
日
曜
除
く
）。

　

市
で
は
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
制
度
】

　

助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要

し
た
費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用

開
始
か
ら
市
の
工
事
完
了
検
査
の

日
ま
で
の
期
間
に
よ
り
次
の
と
お

り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　

そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
限
が
迫
る
と

指
定
工
事
店
へ
の
発
注
が
集
中
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め

に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造

工
事
は
助
成
の
対
象
外
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
（
民
間
金

融
機
関
が
優
良
企
業
向
け
の
資
金

貸
出
に
適
用
す
る
最
優
遇
金
利
）

に
０・２
％
を
加
え
た
利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以

内
の
元
金
均
等
月
賦
償
還

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚

水
量
７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き

１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　

使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出

さ
れ
る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使

用
料
（
２
か
月
分
）
と
超
過
料
金

の
合
計
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加

算
し
て
計
算
し
ま
す
（
10
円
未
満

切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　

上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量

◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　

世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る

場
合

　

上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認

定
汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方

【
世
帯
人
員
に
よ
る
１
か
月
当
た

り
の
認
定
汚
水
量
】

１人の場合 ７㎥ ※５人以上
の場合、１
人増えるご
とに３㎥を
加算

２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※認定汚水量は一般家庭用で
す。事業所等の場合は人員その
他の態様を勘案して定めます。

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

接
続
後
の
使
用
料

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、

助
成
お
よ
び
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関

す
る
こ
と
＝
下
水
道
総
務
係

（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
下
水
道
工
務
係

（
☎
２
３
・
１
６
７
０
）

凡 

例
█ 令和元年度以前供用開始区域
█ 令和 2 年度供用開始区域（追加区域）
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令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
の
間

は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ
び
汲
み
取

り
便
槽
か
ら
浄
化
槽
へ
の
転
換
（
以
下

「
転
換
」
と
い
う
）
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
た
め
、
左
表
の
と
お
り
補
助
金
を
増

額
し
ま
す
。
ま
た
、
転
換
す
る
際
に
、

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便

槽
を
撤
去
す
る
場
合
に
は
、
撤
去
に
か

か
る
処
分
費
用
と
配
管
設
置
費
用
を
最

大
23
万
円
上
乗
せ
す
る
補
助
制
度
を
新

設
し
ま
し
た
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽
と
は
、
し
尿
の
み

を
処
理
す
る
浄
化
槽
の
こ
と
で
す
。

◦
令
和
２
年
度
の
補
助
金
交
付
申
請
書

の
受
付
＝
４
月
１
日
～
12
月
28
日

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

◦
補
助
対
象
＝

▽
下
水
道
事
業
計
画
処
理
区
域
（
認
可

区
域
含
む
）
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処

理
区
域
以
外
の
地
域
で
あ
る
こ
と
。

▽
設
置
者
が
居
住
す
る
専
用
住
宅
ま
た

は
併
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
で

あ
る
こ
と
。

▽
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上
が
居
住
部
分
で
あ
る

こ
と
。

▽
設
置
者
お
よ
び
同
居
親
族
に
市
税
等

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局 

下
水

道
総
務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

浄
化
槽
設
置
費
用
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
補
助
金
を
拡
充
し
ま
す

人槽
補助金限度額

新　設 転 換（ 撤去
しない場合）

転 換（ 撤去
する場合）

５人槽 498,000 円 698,000 円 928,000 円

７人槽 621,000 円 821,000 円 1,051,000 円

10 人槽 822,000 円 1,022,000 円 1,252,000 円

人槽算定基準
５人槽 建物の延べ床面積が１３０㎡以下

７人槽 建物の延べ床面積が１３０㎡を超える

10 人槽 台所かつ浴室が２か所以上

※転換とは、既存住宅の一部または全部を残し、
単独処理浄化槽または汲み取り便槽から浄化槽
に換えることです。
※転換（撤去する場合）の限度額は、処分費用
と配管設置費用（最大 23 万円上乗せ）を含めた
限度額です。

※既存住宅の場合、「実居住人員が２人以下で、
将来的に人員の増加が見込まれない場合」につい
ては、５人槽の設置が認められることがあります。

　

市
か
ら
、
警
戒
が
必
要
な
気
象
情
報
や
避

難
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、
ま
ず
防
災
ラ
ジ
オ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
必
ず
Ａ

Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
て
使
用

し
、
い
つ
で
も
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備
え
て
電
池
も
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
エ
リ
ア
ご
と
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
、

故
障
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
、
防
災
安
全
課

（
旧
八
女
市
）、
お
住
ま
い
の
地
域
の
各
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
（
旧
３
町
２
村
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
貸
出
品
で
す
。
ラ
ジ
オ
の
故

障
や
転
出
等
で
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
八
女

市
役
所
へ
返
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課 

消
防
防
災
係

（
☎
２
３・１
７
３
１
）
ま
た
は
各
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係

防災ラジオは
設置して

　いますか
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　星野村の東端、ミヤシノ地区の山間に「筑紫シャクナゲ」
約 5,000 本が見頃となります。鮮やかな新緑とピンクのコ
ントラストは一見の価値があります。一方、星のふるさと公
園に隣接する星の花公園内には、約 3 万本の色鮮やかな「西
洋シャクナゲ」「筑紫シャクナゲ」が咲き、天空の大地から
見下ろす景色も圧巻です。
◦祭り期間

【ミヤシノ】4 月12日㈰～ 5 月2日㈯、入園料無料　
※園内維持管理経費として、募金にご協力ください。

【星の花公園】4 月12日㈰～ 4 月26日㈰、入園料有料

◦問い合わせ＝星野支所まちづくり推進係
　（☎５２・３１１２）

星野村シャクナゲまつり

　

５
回
目
の
参
加
と
な
る
今
回
は
、

山
梨
県
富
士
吉
田
市
と
当
日
運
動

し
た
人
の
参
加
率
を
競
い
合
い
ま

す
。
勝
利
を
目
指
し
て
次
の
新
企
画

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
毎
月
最
終
水
曜
日
は

「
八
女
市
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
で

一
部
体
育
施
設
の
無
料
開
放
！

※
１
回
目
は
４
月
29
日
㈷

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
カ
ッ
プ

①
行
政
区
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

カ
ッ
プ･･････

行
政
区
ご
と
に
参
加

率
を
競
い
表
彰
※
参
加
対
象
は
19

歳
以
上
。

②
企
業
・
団
体
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
カ
ッ
プ･･････

運
動
の
実
施
内

容
を
審
査
し
表
彰

◦
申
込
方
法
＝
①
行
政
区
対
抗
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
カ
ッ
プ
は
申
込
書
を
４

月
末
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

と
総
合
体
育
館
・
各
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
に
設
置
。

②
電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

◦
そ
の
他
＝
参
加
賞
と
上
位
に
は
賞

品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

「
広
報
八
女
」
お
よ
び
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【15 分以上の運動とは】
①自宅での散歩、ウオーキング、ジョギング、ストレッ
チ体操 ②徒歩または自転車による買い物や通勤・通学 
③地域が行うラジオ体操、ウオーキング ④事業所等に
おける朝礼・休憩時間を利用した体操 ⑤学校での体育
授業やクラブ活動、保育所（園）での運動や遊戯 ⑥市
民団体およびスポーツ団体が行うスポーツ練習、健康
教室、競技会への参加⑤市等が実施するスポーツ・健
康イベントへの参加など

【チャレンジデーとは？】
公益財団法人が主催する全国的なスポーツイベントで、
毎年 5 月の最終水曜日に開催されます。チャレンジデー
参加自治体の中から、財団が人口規模等を考慮して決
定した自治体同士で、チャレンジデー当日（午前０時か
ら午後９時の 21 時間内）に 15 分間以上継続して運動
やスポーツをした人数（参加率）を競い合うイベントで
す。敗れた自治体は、対戦自治体の旗を１週間庁舎の
メインポールに掲揚し、敬意を表することになります。

◦問い合わせ＝スポーツ振興課（☎ 24・1230）

山梨県
富士吉田市
と対戦！

142020.4.1  広報八女

八女市
健康ポイント
対象事業

５月 27 日㈬に 15 分以上
の運動をしましょう！

八女市合併 10 周年記念事業

チャレンジデー2020

【中止のお知らせ】
新型コロナウイルス感染症対策
のため中止となりました。
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　福岡ソフトバンクホークスと八女市は、平成 26 年７月２日に「地域連携協定」
を締結しました。本年も市民の皆さんをヤフオクドームで行われるホークス戦
にご招待します。
◦配布枚数＝おひとり２枚まで（先着順でなくなりしだい終了）
◦配布会場＝社会教育課社会教育係（☎ 23・1318）
／総合体育館（☎ 24・1230）／おりなす八女（☎ 22・5332）
／黒木支所まちづくり推進係（☎ 42・1111）／立花支所まちづくり推進係（☎
23・5142）／上陽支所まちづくり推進係（☎ 54・2211）／矢部支所まちづ
くり推進係（☎ 47・3111）／星野支所まちづくり推進係（☎ 52・3112）

ホークス観戦 チケットプレゼント！
がんばれ！福岡ソフトバンクホークスYAME  ×  HAWKS

八女市と福岡ソフトバンク
ホークスによる地域連携事業

招待試合
日　程

月　日 開始時間 対戦チーム
４月２６日（日） １３：００ 千葉ロッテ
５月　６日（休） １３：００ 日本ハム
５月　８日（金） １８：００ 楽天イーグルス
５月１３日（水） １８：００ 埼玉西武

※このチケットは引換券となっていますので、観戦当日福岡 PayPayドーム〈み
ずほ〉3 ゲート横「3 番窓口」にて入場券と引き換えのうえ、入場ください。
※なお、入場券の座席位置は福岡ソフトバンクホークス㈱指定となり、引き換
え時に座席位置の希望はお受けできません。

4月10日㈮ 
9時から
配布開始

　2020 年 4 月1日、電気をお届けするための設備
（鉄塔、送電線、変電所や電柱等）を建設・運用・
管理する送配電部門が九州電力から分社し『九州
電力送配電株式会社』として新
たにスタートします。停電や電
柱・電線などの送配電設備につ
いての問い合わせは、配電事業
所でお受けします。

九州電力からのお知らせ

担当事業所 担当地区 問い合わせ

久留米
配電事業所

筑後市（1 部）
広川町（1 部） 0120・986・932

八女
配電事業所

八女市
筑後市（1 部）
広川町（１部）

0120・986・933

大牟田
配電事業所 筑後市（1 部）0120・986・934

新ロゴマーク
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消費生活
そうだん

販
売
す
る
目
的
を
告
げ
ず
に

や
っ
て
く
る
訪
問
販
売
に
ご
用
心

【
事
例
】

　
「
布
団
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
せ

ん
か
」と
事
業
者
が
家
に
や
っ
て
き
た
。

高
齢
で
布
団
を
干
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
き
た
た
め
、
事
業
者
を
家
に
あ

げ
て
、布
団
を
見
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
、

「
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
。
こ
ん
な
布
団
を

使
っ
て
い
た
ら
健
康
に
悪
い
」
と
持
っ

て
き
た
新
品
の
布
団
を
購
入
す
る
よ
う

勧
め
ら
れ
た
。
30
万
円
と
言
わ
れ
た
が

断
り
切
れ
ず
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

【
解
説
】

　

自
宅
に
き
て
商
品
を
勧
め
る
訪
問
販

売
の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
は
、
不
意
打
ち
で
勧
誘
さ
れ

る
の
で
、
冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

ず
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
法
律
で
は
「
勧
誘

に
先
立
っ
て
、
事
業
者
の
氏
名
、
勧
誘

の
目
的
、
勧
誘
す
る
商
品
の
種
類
な
ど

を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

事
例
の
よ
う
な
、
最
初
か
ら
高
額
な

商
品
を
勧
め
る
目
的
で
訪
問
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
的
を
は
っ
き
り

告
げ
な
い
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
例
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◦
浄
水
器
を
勧
め
る
目
的
で
訪
問
し
て

い
る
の
に「
法
律
で
決
め
ら
れ
た
水
質

検
査
を
し
ま
す
」と
言
う

◦「
無
料
で
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
」
と

言
っ
て
消
費
者
を
呼
び
集
め
、
高
額
な

商
品
を
勧
め
る（
催
眠
商
法
）

◦
電
話
で
大
手
電
話
会
社
や
通
信
会
社

を
名
乗
っ
て「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金
や

電
話
料
金
が
安
く
な
り
ま
す
」と
い
っ

て
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
乗
り
換
え
る
よ
う
勧

め
る

◦
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
装
っ
て
、

高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
を
す
る
よ
う

勧
め
る（
災
害
便
乗
商
法
）

【
対
策
】

　

家
に
訪
問
販
売
の
事
業
者
が
来
た

り
、
電
話
で
勧
誘
さ
れ
た
時
に
は

①
相
手
の
身
元
を
し
っ
か
り
確
認
す
る

②
契
約
す
る
返
事
を
す
ぐ
に
し
な
い

③
家
族
や
身
近
に
相
談
で
き
る
人
、
ま

た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

契
約
し
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
無
条
件
解
約
）を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

63

暗
香
の
流
れ
来
る
丘
母
校
あ
り牛

島　

景
子

花
冷
の
座
敷
に
畳
む
喪
衣
か
な堤　

多
鶴
子

隠
沼
に
水
脈
ひ
く
も
の
や
か
い
つ
ぶ
り

中
川
原
篤
子

老
幹
の
低
く
枝
張
る
梅
真
白

井
上
ト
シ
子

菜
の
花
の
線
を
引
く
様
な
畑
か
な

松
延
み
さ
と

光
欲
し
錐
揉
み
し
た
き
冬
の
山吉

泉　

守
峰

漆
黒
の
和
布
刈
神
事
は
火
の
揺
れ
て

三
宅 

清
一
郎

こ
こ
か
ら
は
各
駅
停
車
麗
な
り西

島
志
乃
芙

笹
鳴
き
に
足
を
止
め
て
は
山
路
行
く

武
田　

行
夫

花
咲
く
や
カ
ネ
ノ
ナ
ル
キ
の
淡
ピ
ン
ク

深
町　

和
子

戦
争
は
も
う
要
ら
な
い
よ
コ
ロ
ナ
菌

原   　

宣
子

八
女
紫
苑
句
会

立
花
俳
句
会

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.4）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

4月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
4月 ✿4月の館内整理日は24日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
7㈫、14㈫、21㈫、24㈮、28㈫、29㈷

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
6㈪、13㈪、20㈪、24㈮、27㈪、29㈷

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6㈪、13㈪、20㈪、24㈮、27㈪

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

幼児～小学生の皆さんが対象です♪
♥本館＝4日、11日、18日、25日
いずれも土曜日14時～
おはなしコーナー
※25日はとびっきりのおはなし会
♥黒木分館＝4日㈯10時30分～
おはなしコーナー

4月のおはなし会

4月のあかちゃんおはなし会

0～2歳くらいのお子さんが対象です♪
♥本館＝5日㈰、18日㈯11時～
　2階研修室
♥黒木分館＝25日㈯10時30分～　
おはなしコーナー

　小さいときから本を読む楽しさを知って
いることは、子どもが大きく
なるためにとても大切なこと
です。「こどもの読書週間」
は、大人が本を子どもに手
わたす週間でもあるのです。
◆本館特別イベント
◦とびっきりのおはなし会
　4 月25日㈯ 14 時～、2階研修室
◦こども映写会 アニメ「おしりたんてい」
　4 月29日㈷14 時～、八女文化会館
◦とびっきりのあかちゃんおはなし会
　5 月3日㈷ 11時～、2階研修室

◦かるた大会 （定員15 人程度）
　5 月10日㈰ 13 時 30 分～、2階研修室
八女の方言かるたを楽しもう！プレゼントも
あるよ♪
◆黒木分館特別イベント
◦とびっきりのおはなし会
　5 月2日㈯ 10 時 30 分～、黒木開発セ
ンター ピロティー
移動図書館「ぶっくるん号」と「ゆめみらい号」
がそろってくるよ！

4 月23日㈭～ 5 月12日㈫

第 62 回こどもの読書週間
 出会えたね。
　とびっきりの 1冊に。

ブックリサイクルのお知らせ

※詳細は館内チラシやホームページをご確認ください。

◦日時＝5 月5日㈷～ 6日㉁10 時～17時
◦場所＝本館（２階ロビーと研修室）
◦一人 10 冊まで（10 冊のうち雑誌は 5
冊まで）、本を入れる袋をご用意ください

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します133

営業時間：8時～17時 定休日：月曜日
　定番のよもぎまんじゅうの他に、10
月頃から季節限定で販売するくりま
んじゅうも人気。春には山菜セットな
ど、季節に合わせた旬の商品も販売
予定。一緒に働く人も募集中です！
（☎47-2188）

　

矢
部
村
日
向
神
ダ
ム
の
ほ
と
り
で
四

季
折
々
の
味
や
香
り
を
楽
し
め
る
、矢

部
村
特
産
物
協
同
販
売
所「
出
逢
」。

販
売
所
が
で
き
て
39
年
目
と
な
り
、

日
々
の
出
逢
い
を
大
切
に
、愛
情
を
込

め
て
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
っ
て
い
ま

す
。

「
25
人
の
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
、自
家

製
で
旬
の
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

『
出
逢
』と
い
う
名
前
に
は
、こ
の
場
所

を
訪
れ
た
人
同
士
が
出
逢
い
、つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。店
舗
で
毎
日

作
る
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
が
口
コ
ミ
で

広
が
り
、今
で
は

看
板
商
品
と
な
り

ま
し
た
。も
と
も

と
矢
部
村
の
住
民

と
し
て
販
売
所
に

関
わ
り
が
あ
っ
た

私
た
ち
は
、よ
も

ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
へ
の
愛
と
矢
部
村
を
元

気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
仕

事
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。ま
ん
じ
ゅ
う

は
無
添
加
で
、一つ
一つ
を
手
作
り
し
、

常
に
で
き
た
て
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、販
売
所
の
側

に
あ
る
天
神
山
の
清
ら
か
な
水
を
使
っ

て
い
る
こ
と
も
お
い
し
さ
の
秘
訣
で
す
。

県
外
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
く
、桜

の
季
節
に
は
予
約
が
殺
到
し
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
で
す
。大
変
で
す
が
、お
客

さ
ん
と
の
会
話
や
笑
顔
、「
お
い
し
い
」

の一
言
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
商
品
等
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
つ
つ
、

何
十
年
も
変
わ
ら
な
い
ま
ん
じ
ゅ
う
の

味
や
技
術
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、矢
部
小
2
年
生
の
体
験
学
習
な

ど
も
行
わ
れ
、ま
す
ま
す
活
気
づ
い
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
販
売
所
で
の
出

逢
い
を
つ
な
げ
、魅
力
た
っ
ぷ
り
の
矢

部
村
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」

愛
情
を
込
め
た
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
で
矢
部
村
を
発
信　  

矢
部
村
特
産
物
協
同
販
売
所「
出
逢
」販
売
員
の
皆
さ
ん
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なぜ
なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　　
あ
な
た
は
、『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
』
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
』
製
品
を
買
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
、
英
語
の
授
業
で

大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
英
語
は
、『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
』

に
つ
い
て
の
授
業
で
し
た
。
そ
の
言
葉
や

意
味
を
知
っ
て
い
た
私
は
、
淡
々
と
授
業

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
が「
こ

の
内
容
は
大
事
だ
か
ら
」
と
、
児
童
労
働

に
つ
い
て
の
動
画
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

児
童
労
働
は
教
科
書
に
も
書
い
て
あ
り
ま

し
た
が
、
私
は
な
ん
と
な
く
軽
く
考
え
て

い
ま
し
た
。
解
決
す
べ
き
世
界
の
問
題
と

分
か
っ
て
い
て
も
、
私
に
は
馴
染
み
が
な

く
、
実
際
の
現
場
を
見
た
こ
と
も
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　
画
面
に
は
、
外
国
の
カ
カ
オ
豆
農
園
で

働
く
兄
弟
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。
兄
弟
の

一
日
は
朝
五
時
の
水
く
み
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
十
数
メ
ー
ト
ル
あ
る
カ
カ
オ
の
木
に

登
っ
て
実
を
も
ぎ
取
る
作
業
は
、
命
の
危

険
を
伴
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ナ
タ
で
実
を

割
り
、
カ
カ
オ
豆
を
取
り
出
し
ま
す
。
仕

事
ぶ
り
が
悪
い
と
四
〇
分
間
の
ス
ク
ワ
ッ

ト
、
体
罰
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
食
事
は
一

日
二
回
で
、
夜
は
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
と

板
の
ベ
ッ
ド
に
寝
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
朝

五
時
の
水
く
み
で
す
。
兄
弟
が
扱
う
カ
カ

オ
豆
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
る
の
で
す
が
、

兄
弟
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
存
在
す
ら
知
ら

な
い
ま
ま
働
い
て
い
る
の
で
す
。

　
兄
は
十
一
歳
、
弟
は
六
歳
で
、
本
来
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し

二
人
は
、
働
け
な
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
を

助
け
る
た
め
に
、
お
金
を
稼
が
な
い
と
生

き
て
い
け
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
弟
は
「
学
校
に
行
き
た
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
兄
か
ら

算
数
を
教
え
て
貰
う
こ
と
が
、
弟
の
一
番

の
楽
し
み
な
の
だ
そ
う
で
す
。
兄
は
「
弟

を
学
校
に
行
か
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
涙
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
毎
日

を
何
と
な
く
平
和
に
過
ご
せ
た
ら
幸
せ
だ

と
思
っ
て
い
た
自
分
に
。
同
時
に
あ
る
言

葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
幸
か
ら
一
を
奪
う
と
辛
に
な
る
」

私
の
幸
せ
は
、
こ
の
兄
弟
の
「
幸
」
か
ら

一
を
奪
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
考

え
ま
し
た
。
こ
の
兄
弟
と
比
べ
る
と
私
の

生
活
は
間
違
い
な
く
「
幸
」
で
し
ょ
う
。

家
族
が
い
て
、
三
食
食
べ
て
、
洗
濯
さ
れ

た
服
を
着
て
、
学
校
に
も
行
け
ま
す
。
私

の
日
常
は
兄
弟
の
幸
せ
そ
の
も
の
で
す
。

な
ら
ば
私
は
、
兄
弟
の
「
辛
」
に
一
を
足

し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
一
」
と
い
う
救
い

の
手
を
差
し
伸
べ
、
兄
弟
を
含
む
、
働

か
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
子
ど
も
達
を

「
幸
」
に
近
づ
け
る
の
で
す
。

　
そ
の
方
法
の
一
つ
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

製
品
を
買
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
生
が

実
際
に
購
入
し
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ

る
企
業
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
だ
そ
う
で

す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
製
品
は
他
の
製
品

よ
り
値
段
が
高
く
売
れ
行
き
が
良
く
な
い

が
、
日
本
の
企
業
と
し
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
努
力

し
て
販
売
を
続
け
て
い
く
と
い
う
話
を
店

員
さ
ん
か
ら
聞
い
た
そ
う
で
す
。

　
私
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
ど
の
く
ら
い
高

い
の
か
値
札
を
見
て
み
る
と
、
若
干
高
め

の
製
品
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他
と
同
じ

く
ら
い
の
値
段
の
製
品
も
あ
り
ま
し
た
。

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
製
品
は
高
い
」
と
思
い

込
ん
で
い
た
私
は
、
中
学
生
で
も
買
い
や

す
い
値
段
に
驚
き
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
買
い
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

し
て
買
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
頻
繁
に
は
買

え
な
く
て
も
、
そ
れ
を
買
い
続
け
る
こ
と

が
、
働
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
「
辛
」

か
ら
「
幸
」
に
す
る
、「
一
」
と
い
う
救
い

の
手
と
な
る
の
で
す
。

　
作
文
か
ら
は
、
末
継
さ
ん
の
他
人
を
思

い
や
る
豊
か
な
心
や
、
何
事
に
も
積
極
的

に
関
わ
り
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、

行
動
力
が
見
て
と
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
、

人
権
問
題
に
気
づ
く
感
性
を
忘
れ
ず
に

持
ち
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
一
」
と
い
う
救
い
の
手

　
　                

末す
え

継つ
ぐ 

清き
よ

の 

さ
ん

　
　
　
　（
発
表
当
時
、
西
中
学
校
3
年
生
）

人
権
問
題
に
気
づ
き
行
動
し
よ
う

国際フェアトレード認証ラベル

　

昨
年
12
月
の「
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
八
女
２
０
１
９
」に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
、
人
権
作
文

を
紹
介
し
ま
す
。

人
権
作
文
に
学
ぶ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、
開
発
途
上
国
の
原

料
や
製
品
を
適
正
な
価
格
で
継
続
的
に
購

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
場
の
弱
い
開
発
途

上
国
の
生
産
者
や
労
働
者
の
生
活
改
善
と

自
立
を
目
指
す「
貿
易
の
し
く
み
」で
す
。
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団体名 テーマ 内　　　容　

岡山校区
まちづくり協議会

地域のシンボル「岡山さん」
に集う交流促進事業～竹灯
籠で迎える初日の出遥拝式～

（第２期）

大晦日から元日にかけて岡山公園の山道に竹灯籠を設置し、初
日の出遥拝に訪れた人々を幻想的な雰囲気で迎え、初日の出ス
ポットとしての「岡山さん」の認知度を高める。また、竹灯籠
づくりを通して地域住民の連携と交流を図る。

上妻校区
まちづくり協議会

地域で支えていく子どもの成
長支援（コミュニティ・スクー
ル）事業と環境美化（景観）
事業の推進と充実－地域と
学校が連携した花いっぱい運
動－（第３期）

まちづくり協議会と上妻小学校および南中学校が協同で 750
個のプランターにパンジーを植栽し、相互の交流と環境美化意
識の向上を図る。プランターは、学校内および公民館周辺に設
置し、維持管理を行う。

豊岡地区
自治運営協議会

菖蒲園の里づくり（環境美化
推進事業）（第３期）

黒木西小学校北側の荒廃農地を解消するため、雑草の刈り取
りを行い、菖蒲を植栽する。令和 2 年度は、1,257㎡の菖蒲園
および園内の通路を整備し、年間を通して維持管理を行う。

夢かさはら
自治運営協議会

火のある暮らしを体験できる
拠点の整備（笠原東交流セ
ンター「えがおの森」）

笠原東交流センター「えがおの森」の敷地内において、平成
24 年の豪雨で撤去された薪小屋と東屋を再整備する。東屋は
窯製茶やピザ焼き体験ができるスペースとして活用する。

大淵地区
自治運営協議会

矢部川と触れ合う場の整備
事業（第２期）

げんき館おおぶち北側の荒廃地を「矢部川と触れ合う場」とし
て整備するにあたり、令和 2 年度は、樹木の植栽、利用上の
注意喚起等の看板設置および車止め等の整備を行う。

大淵地区
自治運営協議会 「大淵のあゆみ」を辿る

大淵地区のこれまでの歴史をまとめた表（大淵村のあゆみ）を
作成し、パネル化する。パネルは大淵基幹集落センターに掲示
し、同内容を冊子にしたものを大淵地区各世帯に全戸配布する。

上陽地区
まちづくり協議会

「上陽ゆかりの偉人さん」
冊子編さん事業（第２期）

上 陽 の 歴 史 を 紐 解 き、 資 料 収 集、 調 査 研 究 など を 行
い、後 世に受け継が れるふるさとの歴 史 伝として、上
陽 ゆ か りの 偉 人 た ち を 取 り 上 げ た 冊 子 を 作 成 す る。 
令和 2 年度は冊子のダイジェスト版を作成する。

上陽地区
まちづくり協議会

上陽咩さるこプロジェクト
（第２期）

昨年度完成した「川辺の道ひふみよ橋コース」の草刈り等の整
備と、案内板の設置を行う。また、さるこイベント時における
案内人（ガイド）の養成講座を開催する。

上陽地区
まちづくり協議会

久木原地区グラウンド整備事
業（第３期）

昨年度に引き続き、久木原地区グラウンドの芝生の植栽、遊歩
道の整備を行う。令和２年度は新たに砂場、ベンチの設置を行
い、里山賃貸住宅の入居者との交流の場として整備する。

星野地区
いきいき振興会

田ノ原板橋農民休養セン
ター駐車場整備事業

田ノ原板橋農民休養センター（公民館）の駐車場を拡張・整
備する。また、公民館の排水路を設置する。

小野地域振興会

ホタルが飛び交い、人々が
集う、美しい地域づくりをめ
ざして「小野１区☆ウッソ川
周辺環境再生プロジェクト」

（第２期）

星野川支流のウッソ川に以前のようなホタルが乱舞する河川環
境を取り戻すため、定期的な清掃を行い、ホタルの生態を調査
研究する。また、地域住民の憩いの広場づくりも併せて行う。

 地域づくり提案事業 11 件を採択しました
　地域づくり提案事業は、地域再生・活性化のための新たな取り組みをまちづくり協議会等の地域団体から募
集し、助成金を交付するものです。令和２年度実施事業を募集・選考した結果、11 件を採択しました。採択団
体は、令和３年 3 月までの期間、各地域で活動を展開します。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◦問い合わせ＝企画政策課 まちづくり推進係（☎２４・９４５２）

令和
２年度



輪
と
な
り
て
小
さ
き
所
作
に
お
茶
を
汲
む

　
　
　
　
　
　
　

観
立
堂
に
雨
降
り
や
ま
ず　

         

樋
口    

洋
子

さ
庭
ベ
の
け
さ
ら
ん
ぱ
さ
ら
ん
雪
か
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　

光
き
ら
め
く
ゆ
き
映
へ
の
朝　

      

石
川    

照
朗

屋
根
の
霜
み
る
み
る
う
ち
に
解
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　

冬
の
終
り
の
朝
の
陽
射
し
に　

      

甲
斐
田
絹
代

春
一
番
ふ
き
て
揺
れ
ゐ
し
蜘
蛛
の
網
の

　
　
　
　
　
　
　

夕
は
ほ
つ
れ
て
巻
き
あ
が
り
た
る   

古
賀    

燿
子

終
足
の
目
処
た
た
ぬ
ま
ま
ウ
イ
ル
ス
は

　
　
　
　
　
　
　

企
画
く
る
は
す
魔
物
と
言
は
む　

  

立
野    

比
文

　筑南小学校（山口圭子校長・129 人）
の児童たちが学校周辺の清掃などに取り
組んできた「緑の少年団」活動が評価さ
れ、福岡県青少年育成対策推進本部長顕
彰を受賞しました。この取り組みは全児
童が年1回、地域のごみ拾いや草むしり
を行うもので、31年間続いています。また、
田植えや稲刈り、しめ縄づくりなど地域の
伝統行事に参加することもあり、児童の

健全育成につながっています。3 月5日㈭、新型コロナウイルス対策で
学校が臨時休業のため1人で市役所を訪れた山口校長は、橋本教育長
に「今後も地域を大切にする気持ちを持ち続けてほしい」と報告しました。

四
月
歌
会
　
八
女
堺
屋
短
歌
会

緑づくり募金を活用してモミジ植樹

防犯協会より防犯ブザーが贈呈されました

　「昇盛会」（栗原吉平会長他 52 人）では、毎年、日
向神ダム湖畔の植栽管理を行っています。2月22日㈯、
早朝小雨の中、モミジの植栽や幼木周辺の草刈り、河
川内の葦刈りを行いました。8 年間で 470 本のモミジ
やサクラの植栽を行い、木々も順調に育ち、日向神ダ
ム湖畔の景観を高めています。今後も地域に役立つ組
織として活動していきたいと考えています。

　3 月13日㈮、新入学児童の安全・安心な学校生活を願い、675 個の
防犯ブザーが八女地区防
犯協会（三田村統之会長）
から八女市・広川町の教
育委員会へ贈られました。
橋本教育長からは「防犯
ブザーは使わないに越した
ことはないが、いざという
時に役立てていきたい」と
お礼を述べました。この防
犯ブザーは、各学校を通
じて、新入学児童に配布さ
れます。

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　3 月8日㈰福島八幡宮において、
おひなさま供養祭が行われました。
この行事は、役目を終えた雛人形
を持ち寄り、供養するもので、今
回で 22 回目。市内外から 45 組が
参加し、長年守ってくれた人形に
感謝しました。

お雛さまに感謝

緑の少年団活動に表彰状
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古
星
野
焼
最
後
の
陶
工
・
森
松
勢せ

い

蔵ぞ
う 

作

「
緑り

ょ
く

釉ゆ
う

窯よ
う

変へ
ん

双そ
う

耳じ

押お
う

指し

文も
ん

壷つ
ぼ

」
　

星
野
焼
は
、
江
戸
時
代
の
享

保
年
中
に
星
野
村
庄
屋
の
高
木

与
三
右
衛
門
が
開
窯
。
元
文
２
年

（
１
７
３
７
）
に
は
久
留
米
藩
の

御
用
窯
と
し
て
の
許
可
を
得
、
幕

末
ま
で
続
き
ま
し
た
。
星
野
焼
は
、

茶
の
保
存
や
運
搬
の
た
め
の
容
器

と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
茶
壺
の

肩
の
部
分
に
あ
る
「
耳
」。
三
耳
、

四
耳
は
初
め
は
運
搬
用
の
縄
か
け

に
し
た
も
の
で
す
。

　

御
用
窯
と
な
っ
て
か
ら
の
作
品

に
は
、
茶
器
・
食
器
・
花
器
・
香

炉
等
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

茶
器
の
中
に
は
、
茶
湯
を
注
げ
ば

夕
日
映
え
、
朝
日
映
え
の
光
が
浮

か
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、玉
虫
光
の「
夕

日
焼
・
朝
日
焼
」
と
呼
ば
れ
る
逸

品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
を
機
に
藩
の
御
用
窯

と
し
て
の
庇
護
が
な
く
な
り
、
窯

の
経
営
も
傾
い
て
い
き
ま
し
た
。
星

野
焼
最
後
の
陶
工
は
森
松
勢
蔵
で

す
。
勢
蔵
は
父
安
治
と
と
も
に
個

人
経
営
の
窯
を
築
い
て
作
陶
を
続

け
て
い
ま
し
た
。
趣
味
の
器
や
茶

道
具
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、数
々
の
名
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

明
治
22
年
、
釉
薬
調
合
に
関
す
る

秘
伝
書
と
も
い
う
べ
き
『
焼
物
傅

事
帳
』
を
ま
と
め
ま
し
た
。
し
か

し
明
治
27
年
を
も
っ
て
窯
の
火
を

消
し
、
星
野
焼
は
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　　

一
度
は
途
絶
え
た
星
野
焼
で
す

が
、
昭
和
44
年
、
古
星
野
焼
に
魅

せ
ら
れ
た
鳥
取
県
出
身
の
山
本
源

太
さ
ん
に
よ
り
星
野
焼
が
再
興
。

現
在
は
「
源
太
窯
」（
山
本
源
太

さ
ん
）、「
十
篭
窯
」（
丸
田
修
一
さ

ん
）、「
錠
光
窯
」（
山
本
拓
道
さ
ん
）

の
三
つ
の
窯
元
が
星
野
焼
の
伝
統
・

文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
現
代
に

生
き
る
器
作
り
に
精
力
を
傾
け
て

い
ま
す
。

　

旧
星
野
村
で
は
、
平
成
４
年
に

古
陶
星
野
焼
展
示
館
を
開
館
。
収

集
家
や
所
蔵
者
の
協
力
に
よ
り
、

星
野
焼
の
名
品
を
展
示
し
そ
の
魅

力
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
今
回
同

館
に
て
展
示
さ
れ
る
「
緑
釉
窯
変
双

耳
押
指
文
壷
」（
個
人
所
有
・
寄
託
）

と
一
緒
に
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

星
野
の
土
は
鉄
分
が
多
く
、
収

縮
率
が
高
い
た
め
に
傷
が
入
り
や

す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

個
性
の
強
い
土
を
巧
み
に
扱
い
、
多

く
の
名
品
を
作
り
上
げ
て
き
た
陶

工
た
ち
の
精
進
努
力
。
ぜ
ひ
古
陶

星
野
焼
展
示
館
に
足
を
運
び
、
一
つ

一
つ
の
作
品
を
通
し
て
当
時
の
陶
工

た
ち
の
息
吹
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

【古陶星野焼展示館】
江戸時代に久留米藩の御用窯として隆盛を極めた星野焼。お茶の産地という土地柄、茶壺や茶具など
の名品が生み出され、現代の陶工たちに受け継がれています。館内には江戸中期以降の逸品が一堂に
会しています。また、星形の屋根、屋内庭園を囲む八角形の回廊式ギャラリーなど展示館のデザイン
も話題を呼んでいます。
◦ 所在地＝星野村 11865 番地 1（☎ 0943・52・3077）
◦ 開館日時＝ 9 時～ 17 時／◦休館日＝毎週火曜日 ( 当日が祝日の場合は開館 )、年末年始
◦入館料＝大人 200 円、高校生 100 円、小中学生 50 円、団体割引 15 人以上

星
野
焼
の
火
、
再
び

藩
の
御
用
窯
と
し
て
栄
え
る

森松勢蔵の作品は多く残って
おらず貴重なものです。その
中でも新発見のこの作品には、
さまざまな技法が凝らされて
います。古い時代から抜け出
して、新しい作風を模索した
跡が現れています。壷の表面
に指の腹でくぼみをつけ、立
体的にボリュームをもたせてい
ます。また、二つの耳が鋭角で、
きりっとさせている点がユニー
クで、力強さを感じます。

４
月
１
日
か
ら
古
陶
星
野
焼
展
示
館
に
新
た
な
名
品
が
展
示
さ
れ
ま
す

陶
芸
家

山
本
源
太
さ
ん
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福
岡
県
に
お
け
る
性
感
染
症
で

は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
や
梅
毒

が
20
歳
代
か
ら
50
歳
代
に
か
け
て

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
断

時
に
す
で
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
て
い

る
割
合
は
３
割
の
ま
ま
推
移
し
て

お
り
、
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査

を
逸
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
性
感
染
症
で
は
、
感

染
し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
検
査
し
な
け
れ
ば
治
療
に

結
び
つ
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
知
ら

な
い
間
に
他
の
人
に
感
染
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
健
所
で
は
性
感

染
症
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

目
的
に
、
無
料
の
相
談
・
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
は
匿
名

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
と
あ

な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

保
健
所
で
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

検
査
日
時
・
内
容
・
場
所

①
柳
川
本
庁
舎　

◦
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
10
時
～
11

時
※
予
約
不
要

◦
内
容
＝
▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）・

梅
毒
検
査

※
1
時
間
後
に
結
果
説
明
し
ま
す
。

▽
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
菌
検
査

※
１
週
間
後
に
結
果
説
明
し
ま
す
。

◦
場
所
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所 

柳
川
本
庁
舎
2

階
（
柳
川
市
三
橋
町
今
古
賀
８
の

１ 

県
柳
川
総
合
庁
舎
内
2
階
）

②
八
女
分
庁
舎

◦
日
時
＝
毎
週
月
曜
日
14
時
～
15

時
※
予
約
必
要

◦
内
容
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）・梅
毒・

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
菌
検
査

※
結
果
説
明
は
1
週
間
後
と
な
り

ま
す
。

◦
場
所
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所　

八
女
分
庁
舎
2

階
（
八
女
市
本
村
25　

県
八
女
総

合
庁
舎
内
2
階
）

★
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
料
金
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生

課
感
染
症
係
（
☎
０
９
４
４・７
２・

２
８
１
２
）

性
感
染
症
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
料
金
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

エ
イ
ズ

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

梅
毒

淋
菌

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
八
女
消
防

本
部
の
組
織
機
構
改
革
に
よ
り
、
八
女

消
防
署
広
川
分
署
を
、
広
川
消
防
署
と

し
ま
す
。

　

広
川
町
は
、
交
通
の
要
で
あ
る
九
州

自
動
車
道
が
南
北
に
縦
断
し
、
広
川
中

核
工
業
団
地
や
新
産
業
団
地
へ
の
企
業

進
出
に
よ
り
、
工
場
や
倉
庫
等
の
特
殊

建
築
物
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
人
口
の
変
化
や
全
国
各
地
で
毎
年

の
よ
う
に
発
生
す
る
自
然
災
害
を
考
え

る
と
、
災
害
事
象
の
大
規
模
化
・
複
雑

多
様
化
へ
の
対
応
整
備
が
急
務
で
す
。

　

そ
こ
で
当
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
よ

う
な
事
案
に
備
え
る
た
め
、
組
織
機
構

改
革
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
組

織
内
に
お
け
る
業
務
の
効
率
的
運
用
等

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

即
時
災
害
対
応
体
制
を
強
化
し
、
地
域

防
災
力
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
を
図
る

た
め
、広
川
分
署
を
広
川
消
防
署
と
し
、

現
在
の
八
女
消
防
署
、
八
女
東
消
防
署

と
併
せ
て
３
署
体
制
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後

と
も
消
防
行
政
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本
部

（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

4 月1日から八女消防本部の機構が変わります
「広川分署」が「広川消防署」に

八女消防本部

八女消防署 八女東消防署 広川消防署

総務課

立花分署 上陽分署 星野分署 矢部分署

予防課 警防課

八女消防本部組織図

広川町のまちおこしマスコットキャ
ラクター「広川まち子」ちゃん
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分
、
立
花
体
育
館
集
合
（
約
２

時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
～
べ
ん

が
ら
村
～
千
間
土
居

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

今
回
は
「
矢
部
川
の
デ
カ
鮎

を
未
来
に
残
す
に
は
」
と
題
し
、

田
中
忠
男
さ
ん
（
尺
鮎
会
会
長
）

の
講
演
。
講
演
会
参
加
費
１
０

０
円
。
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５

７
　

初
心
者
教
室
受
講
生
の
卒
業

記
念
演
奏
か
ら
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

や
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
４
月
18
日
㈯
18
時
30

分
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
曲
目
＝
デ
イ
ド
リ
ー
ム
ビ
リ
ー

バ
ー
、
そ
よ
風
の
誘
惑
ほ
か 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
野
田
楽

長
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

料
）
が
作
れ
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

毎
月
第
２・第
４
日
曜
日
に
開
催
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
４
月
12
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
４
月
12
日
㈰
７
時
30

　

仲
間
た
ち
と
今
年
も
に
ぎ
や

か
に
、押
し
花
の
展
示
を
し
ま
す
。

花
が
笑
い
、私
た
ち
も
笑
い
あ
う
、

そ
ん
な
空
間
で
生
ま
れ
た
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
４
月
11
日
㈯
～
５
月
６

日
㉁
９
時
～
17
時
※
４
月
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
は
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
押
し
花
体
験
会
＝
４
月
12
日

㈰
、19
日
㈰
、25
日
㈯
、26
日
㈰
、

29
日
㈷
▽
午
前
の
部
（
10
時
～

12
時
）
▽
午
後
の
部
（
13
時
～

15
時
）
２
回
／
コ
ー
ス
タ
ー
、
ク

リ
ッ
プ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
他
（
各
有

八
女
軽
ト
ラ
市

第
73
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

「
Ｕ
Ｇ
Ｅ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」
～
春
の
発
表
会
～

２
０
２
０
八
女
押
し
花
教
室

作
品
展
「
花
笑
み
」

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
情

報
提
供
を
支
援
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

た
め
の
、
要
約
筆
記
者
の
養
成

講
座
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
令
和
２
年
４
月
１
日

現
在
、
福
岡
県
在
住
の
18
歳
以

上
で
、
県
内
で
要
約
筆
記
者
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

人◦
期
間
＝
５
月
開
講
予
定
（
約
８

か
月
間
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）

◦
内
容
＝
要
約
筆
記
に
必
要
な

知
識
お
よ
び
技
術
の
習
得

◦
定
員
＝
40
人
程
度

◦
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

聴
覚
障
害
者
協
会
（
☎
０
９
２
・

５
８
２
・
２
４
１
４
／
o
０
９
２
・

５
８
２
・
２
４
１
９
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
火

曜
日
か
ら
日
曜
日
の
９
時
～
17

時◦
締
切
＝
４
月
15
日
㈬
必
着

令
和
２
年
度 

福
岡
県
要
約

筆
記
者
養
成
講
座

「八女福島の燈籠人形」
子ども教室受講生募集

　八女福島の燈籠人形保存会では伝統
芸能を継承するために、お囃子を学習す
る「子ども教室」を開催します。
◦内容＝三味線・鼓・太鼓を練習し、秋
の本公演時に発表します。
◦日程＝５月～９月毎週土曜日（全18回）
◦対象＝市内の小学生（5・6 年生）、中
学生
◦定員＝ 20 人程度
◦場所＝おりなす八女研修棟 3階和室ほか
◦受講料＝無料
◦申込締切＝４月17日㈮
◦申込方法＝①三味線コース②鼓・太
鼓コース　※コースを指定して電話で申
し込みください。楽器をお持ちでない人
には貸し出しがあります。
◦申込・問い合わせ＝文化振興課文化
係（☎２３・１９８２）

お
知

ら
せ

も
よ
お
し

教
　
室

　期間中のし尿収集については
混雑が予想されますので、４月
17 日㈮までにし尿くみ取り業
者に収集予約をお願いします。

ゴールデンウィークの
し尿収集の予約はお早めに
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先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

◦
参
加
資
格
＝
次
の
地
域
に
お
け

る
戦
没
者
の
遺
族
。

◦
対
象
者
＝
配
偶
者
（
再
婚
し
た

人
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、
孫
、
甥
姪
、
参
加
す
る

遺
族
（
子
・
姉
妹
）
の
配
偶
者

◦
巡
拝
予
定
地
域
・
日
程
・
人
数

＝
〈
旧
ソ
連
〉
▽
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国 

８
月
25
日
㈫
～
９
月
３

日
㈭
15
人
▽
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・

で
永
続
的
に
茶
園
を
管
理
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

任
意
団
体
で
活
動
を
始
め
、

将
来
的
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
会
計

や
庶
務
の
理
事
な
ど
の
役
員
の
募

集
も
含
め
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

く
皆
さ
ん
の
入
隊
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
農
作
業
が
苦
手
な
人
で

も
、
販
売
な
ど
の
協
力
し
て
い
た

だ
く
活
動
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
「
茶
え
ん
隊
」

代
表 
森
山
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

８
６
２
９
・
６
１
３
０
）

社
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
）

　

八
女
市
の
中
山
間
地
域
で
は
、

高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放
棄
さ
れ

て
荒
れ
た
茶
園
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
茶
園
を
増
加

さ
せ
な
い
た
め
に
、
上
陽
町
下
横

山
地
区
に
お
い
て
放
棄
さ
れ
た
茶

園
を
持
主
さ
ん
に
代
わ
っ
て
管
理

し
、
茶
摘
み
、
製
茶
、
加
工
に
よ

り
「
茶
え
ん
隊
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で

販
売
し
、
経
費
に
充
当
す
る
こ
と

　

２
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る
基

礎
講
座
で
す
。
こ
の
機
会
に
手
話

を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
間
＝
５
月
13
日
～
11
月
４

日
、
毎
週
水
曜
日
（
全
25
回
）

※
８
月
12
日
は
休
講
。

◦
時
間
＝
19
時
30
分
～
21
時
30

分
（
２
時
間
）

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
会
議
室
（
本
町
５
９
９
）

◦
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
原
則

と
し
て
市
内
に
住
む
人
か
市
内
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
が

必
要
な
人
は
３
千
円
必
要
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順
）

◦
申
込
締
切
＝
５
月
１
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１

３
３
５
／
O
２
２
・
７
０
９
９
）

　

今
年
度
第
１
回
定
期
募
集
の

受
付
を
４
月
10
日
㈮
か
ら
４
月

27
日
㈪
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内
（
申
込
書
）
は
４
月
10

日
か
ら
八
女
市
役
所
本
庁
・
各

支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま

す
。
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を

超
え
る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽

選
）。
入
居
申
込
資
格
等
は
募
集

案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
定
住
対
策
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
／
黒
木

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
４

２
・
１
１
１
１
）
／
立
花
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
３
・
５

１
４
２
）
／
上
陽
支
所
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
１
）

／
矢
部
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
／
星

野
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎

５
２
・
３
１
１
２
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び

受
付
期
間
＝
４
月
９
日
㈭
～
４

月
17
日
㈮

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝

県
住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑

後
管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田

出
張
所
、
市
役
所
定
住
対
策
課
、

各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
団
員

県
営
住
宅
入
居
者

八
女
茶
復
興
の
「
茶
え
ん
隊
」

隊
員

令
和
２
年
度
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
「
入
門
課
程
」

令
和
２
年
度

第
１
回
市
営
住
宅

募
　
集

　令和 2 年 4 月１日において、「恩給法による公務扶
助料」や「援護法による遺族年金」等を受ける人がい
ない場合、次の順番による先順位のご遺族 1人に額面
25 万円、５年償還の記名国債が支給されます。
◦請求期間＝令和２年４月１日㈬～令和５年３月31日㈮
◦受付時間 ＝ 8 時 30 分～ 17 時
◦支給順位＝戦没者等の死亡当時のご遺族で
⑴令和２年４月１日までに援護法による弔慰金の受給
権を取得した人
⑵戦没者等の子
⑶戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹で次の
要件をすべて満たす人
▽戦没者等死亡当時、戦没者等と生計関係を有している
▽遺族以外の人の養子になっていない
▽遺族以外の人と氏を改める婚姻または事実上の婚姻
をしていない
⑷上記３に必要な要件を満たしていない人　
⑸上記１～４以外の戦没者等の三親等以内の親族

（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を
有していた人に限る）
◦問い合わせ・請求窓口＝
　▽福祉課福祉総務係（☎２４・８０３０）
　▽黒木支所市民生活福祉係（☎４２・１１１３）
　▽立花支所市民生活福祉係（☎２３・４９３２）
　▽上陽支所市民生活福祉係（☎５４・２２１８）
　▽矢部支所市民生活福祉係（☎２４・９１４２）
　▽星野支所市民生活福祉係（☎５２・３１１３）

第 11回特別弔慰金が支給されます
戦没者等のご遺族の皆さまへ
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ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国 

９
月
15
日

㈫
～
９
月
24
日
㈭
15
人
▽
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州 

９
月
15
日
㈫
～ 

９
月
24
日
㈭
15

人
▽
沿
海
地
方 
10
月
6
日
㈫
～

10
月
10
日
㈯
15
人

〈
中
国
〉
▽
中
国
東
北
地
方
（
旧

満
州
地
区
全
域
） 

９
月
２
日
㈬
～ 

９
月
11
日
㈮
15
人

〈
南
方
〉
▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

９
月

２
日
㈬
～
９
月
11
日
㈮
15
人
▽

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア 

９
月
12
日

㈯
～
９
月
19
日
㈯
20
人
▽
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島 

10
月
10
日
㈯
～
10

月
17
日
㈯
10
人
▽
ト
ラ
ッ
ク
諸

島 

10
月
23
日
㈮
～
10
月
28
日
㈬

15
人
▽
ミ
ャ
ン
マ
ー 

11
月
12
日

㈭
～
11
月
20
日
㈮
15
人
▽
フ
ィ

リ
ピ
ン 

２
月
19
日
㈮
～
２
月
26

日
㈮
70
人
▽
硫
黄
島
（
第
１
次
）

11
月
中
旬
１
０
０
人
▽
硫
黄
島

（
第
２
次
）
２
月
中
旬
１
０
０
人

※
予
定
時
期
・
期
間
、
人
員
に
つ

い
て
は
、
今
後
変
更
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
護
・
援
護

課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３

０
１
）

　

受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

７
２
６
０
円
必
要
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
訓
練
科
＝
パ
ソ
コ
ン
実
践
力
養

成
科

◦
募
集
定
員
＝
15
人

◦
訓
練
期
間
＝
５
月
21
日
㈭
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会 

小
金
丸
さ
ん（
☎

０
９
３
・
２
０
１
・
０
４
５
０
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

土
地
ま
た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿

（
土
地
の
場
合
は
、
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
を
記

載
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。（
所
有

す
る
固
定
資
産
が
非
課
税
、
ま

た
は
免
税
点
未
満
の
人
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
）。
縦
覧
を
希
望
す

る
人
は
、「
運
転
免
許
証
」
や
「
健

康
保
険
証
」
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と

「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。
手
数

料
は
無
料
で
す
。

　

本
庁
で
は
八
女
市
内
全
域
分

を
、
各
支
所
で
は
支
所
管
内
分

の
み
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
１
日
㈬
～
６
月
１

日
㈪
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
、

土
・
日
・
祝
日
除
く
。
本
庁
は

水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

係

◦
申
込
締
切
＝
４
月
24
日
㈮

◦
選
考
方
法
＝
学
科
・
面
接

◦
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
久

留
米
高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０

９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
は
、
精
神
科
の
専
門
医
師

や
保
健
師
が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
や

病
気
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
心
配
事
は
一
人
で
考
え

ず
、
専
門
家
に
相
談
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
秘
密
厳
守
、
費

用
無
料
。
予
約
制
。

◦
日
時
＝
第
１
・
２
・
３
・
４
週

の
月
曜
日
、
14
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　

多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

人
、
陥
り
つ
つ
あ
る
人
の
相
談
を

電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料

無
料
。

◦
日
時
＝
４
月
18
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

９
月
18
日
㈮

◦
訓
練
時
間
＝
９
時
40
分
～
16

時
20
分

◦
実
施
施
設
＝
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ク
ス（
筑
後
市
長
崎
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
ス
ク
ー
ル（
☎

０
９
４
２
・
５
３
・
８
８
５
１
）

　

受
験
料
、
受
講
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
等
対
象
。
申
込

書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

①
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
・
宅
地
建
物
取
引
士
養
成

科
（
定
員
20
人
）
※
託
児
サ
ー

ビ
ス
あ
り

◦
入
校
選
考
＝
５
月
12
日
㈫

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
２
日
㈫
～

10
月
30
日
㈮

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修
科

（
定
員
20
人
）

◦
入
校
選
考
＝
５
月
13
日
㈬

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
２
日
㈫
～

11
月
30
日
㈪

③
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
科

（
定
員
15
人
）

◦
入
校
選
考
＝
５
月
14
日
㈭

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
３
日
㈬
～

11
月
30
日
㈪

①
～
③
共
通

精
神
保
健
福
祉
相
談

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
１
１
０
番

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門

校

筑
後
市
で
開
催

パ
ソ
コ
ン
実
践
力
養
成
講
座

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

◦職種・募集員等＝①介護支援専門
員または社会福祉士または保健師（八
女市八女地域包括支援センター勤
務）※各資格および普通自動車免許
を有する人。
◦賃金・勤務条件等＝市規定による
◦提出書類＝▽申込書（介護長寿課
に準備、八女市のホームページから
もダウンロード可能）▽各資格証明
書類（写）
◦試験日＝後日連絡
◦試験会場＝八女市役所
◦選考方法＝書類審査および作文・
面接
◦申込期間＝４月１日㈬～４月 24 日
㈮（郵送の場合は 4 月24 日必着）
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課 
地域包括支援係 ( ☎２３・１２０３)

会計年度任用職員募集

就
業
支
援

一
　
般

相
　
談
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火災出火件数  3件 （5件）
救急出動件数 239件 （496件）
救急搬送人数 231人 （480人）

人身事故発生件数 16件 （35件）
傷　　者 19人 （41人）
死　　者 0人 （ 0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,780 (+14)
男 29,660  (0)
女 33,120  (+14)

世帯数 25,051  (+86)
　※（　）内は前月比

出生 23 人 死亡 74 人
転入 215 人 転出 150 人

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月1日現在）

▼ 2 月の異動

納期限・口座振替日は4月30日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦住宅使用料（4 月）◦保育料（4 月）
◦水道料金・下水道使用料（1期）
◦農業集落排水施設使用料（1期）
◦市管理水面・道路占用料

4月に
納める
もの

【中山大藤まつり】
◦日にち＝ 4/15 ㈬～ 28 ㈫◦場所＝中山熊
野神社・立花いこいの森公園◦問＝柳川市
観光課（☎ 0944･73･8111）

【くもで網、むつごろう釣り体験オープン】
◦日程＝ 4 月～ 10 月◦場 所＝有 明 海
堤防沿い◦問＝むつごろうランド（☎
0944･72･0819）

【大川春の木工まつり】
◦日時＝ 4/11 ㈯～ 12 ㈰ 9:00 ～ 18:00
◦会場＝大川産業会館他◦問＝同実行委員
会（☎ 0944・87・2090）

【清水山ぼたん園】
◦日時＝ 4/10 ㈮～ 4 月末日 9:00 ～ 17:00
◦場所＝清水山ぼたん園◦入園料＝大人
300 円、中学生以下無料◦問＝みやま市観
光開発協議会（☎ 0944・63・8000）

【ひろかわ春のかすり祭り】
◦日時＝ 4/25 ㈯～ 26 ㈰ 10:00 ～ 17:00
◦会場＝広川町産業展示会館◦問＝ひろか
わ藍彩市場（☎ 32･5555）

大川市

みやま市

広川町

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　

け
し
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、

色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、
麻
薬
の
原
料
と
な
る

た
め
、
法
律
で
栽
培
や
所
持
な

ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が
あ

り
ま
す
。
け
し
の
花
が
美
し
い
た

め
、
違
法
と
知
ら
ず
に
、
住
宅
の

庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。見
か
け
た
人
は
、

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

の
特
長
】 

▽
茎
は
、
太
く
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
大
き
い
も
の
は
草
丈
が
１
㍍

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

の
実
施
に
つ
い
て

ソムニフェルム種セティゲルム種

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利

用
者
の
会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録

が
必
要
）に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
４
月
18
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

下
水
道
使
用
料
に
係
る
世
帯

人
員
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

以
上
に
な
る
。

▽
葉
や
茎
な
ど
の
外
観
は
、
キ
ャ

ベ
ツ
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た

緑
色
を
し
て
い
る
。

▽
葉
、
茎
、つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、

ほ
と
ん
ど
毛
が
な
い
。

▽
葉
は
、
茎
を
巻
き
込
む
よ
う

に
つ
い
て
い
る
。

▽
花
は
白
、
ピ
ン
ク
、
赤
、
う
す

紫
色
で
、一
重
咲
（
花
び
ら
4
枚
）

と
八
重
咲
が
あ
る
。

▽
花
期
が
終
わ
る
と
長
円
形
ま

た
は
円
形
の
か
な
り
大
き
な
さ
く

果
（
け
し
ぼ
う
ず
）
を
つ
け
る
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
企
画
指
導
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

　

公
共
下
水
道
を
使
用
の
家
庭

で
家
事
の
み
に
地
下
水（
井
戸
水
）

を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
世
帯
人

員
（
お
住
い
の
人
数
）
に
よ
り
下

水
道
使
用
料
の
算
定
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
人
員
は
毎
月
１
日
現
在

の
八
女
市
住
民
基
本
台
帳
に
よ

り
ま
す
が
、
進
学
や
長
期
入
院
、

施
設
入
所
な
ど
の
理
由
で
住
民

票
を
異
動
し
な
い
場
合
の
世
帯

人
員
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
別
途

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局 

下

水
道
総
務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用
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予約

無料法律相談
◦ 4 月16日㈭ 、5 月7日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 4 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 4 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 4 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 4 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦4月20日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦4月3日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月8日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月10日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月2日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月15日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月6日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦4月14日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月8日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦4月1日㈬、15日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦4月15日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）

◦4月8日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦4月22日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦4月3日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦4月13日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦4月20日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦4月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦4月10日㈮・21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月23日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談（人権・同和政策・
男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎

（八女総合庁舎）
　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦ 4月21日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／
　☎0943・24・9422
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環 境事務 所（ ☎0944・72・2610）
　

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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ほっと館（ほっとかん）やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

ひきこもりなどに対する相談支援を
行っています。利用無料（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同じ建物）
月～金・第 2 土曜日9:00 ～17:00 開館

（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉セン
ター内）平日 9:00 ～17:00 開館

（☎ 24・9820）



おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を募集し
ています。（ただし、市内に住民登
録があるか実際に住んでいる人
に限る）。氏名・生年月日・住所・
簡単なコメント（30字以内）・電話
番号を添えて、誕生日前月の7日ま
でに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。なお、応
募多数の場合は先着順とさせてい
ただきます。◦申し込み＝企画政
策課広報広聴係（☎23・1110）

1
歳
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て

ね
！
大
好
き
♡

木下 桃
もも

芭
は

ちゃん

Ｈ31年4月1日生（吉田）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
よ
う
く
ん
！
元

気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
あ
れ
♪桑野 湧

よう
ちゃん

Ｈ31年4月3日生（納楚）

で
っ
ち
ゃ
ん
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

ず
ー
っ
と
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
だ

よ
。

平川 楓
かえで

ちゃん

Ｈ31年4月3日生（亀甲）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
可
愛
い

笑
顔
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

ね
！
大
好
き
よ
！

中島 理
り

空
く

ちゃん

Ｈ31年4月8日生（柳瀬）

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う

♡
の
び
の
び
元
気
に
成
長
し
て

ね
！

馬場 渉
わたる

ちゃん

Ｈ31年4月20日生（馬場）

心
結
の
笑
顔
は
家
族
皆
の
宝
物
！

お
兄
ち
ゃ
ん
達
と
仲
よ
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

中村 心
み

結
ゆ

ちゃん

Ｈ31年4月20日生（上陽町下横山）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
遊
ん
で
、
大
き
く
育
っ
て

ね
♪

井手口 華
か

乃
の

ちゃん

Ｈ31年4月18日生（忠見）

1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

目
一
杯
笑
っ
て
沢
山
食
べ
て
大
き
く

な
っ
て
ね
！

益本 七
な

緒
お

ちゃん

Ｈ31年4月28日生（柳島）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
絶
え
な
い
詠
翔
で
い
て
ね
^^

大
好
き
！

荒木 詠
えい

翔
と

ちゃん

Ｈ31年4月24日生（蒲原）

♡
祝
1
歳
♡
ひ
ー
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

が
大
好
き
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
ね
♡

入部 陽
ひ

咲
さき

ちゃん

Ｈ31年4月13日生（室岡）

祝
1
歳
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ

ん
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

木下 結
ゆ

月
づき

ちゃん

Ｈ31年4月26日生（上陽町上横山）

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振

う
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で
２
月
20
日
に
初
め

て
感
染
者
が
出
た
こ
と
を
受
け
、
八
女
市
で
も
２
月
25
日

に
『
八
女
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
』

を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報

提
供
を
行
い
、
関
係
機
関
が
連
携
の
う
え
、
感
染
拡
大

防
止
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
市
内
で
も
、
学
校
の
休
校
や
施
設
の
休
館
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
経
済
に
与
え
る
影
響
も
大
き

く
、
一
日
も
早
く
収
束
し
て
、
日
常
が
戻
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
八
女
地
域
で
は
今
の
と
こ
ろ
感
染
者
は
出
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
正
し
い
情
報
を
得
て
、
予
防
策
を
励
行

し
、
こ
の
一
大
危
機
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
▽
春

の
八
女
は
桜
や
大
藤
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
と
美
し
い
花
々
に
彩

ら
れ
ま
す
。
花
を
愛
で
る
こ
と
で
気
持
ち
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

矢
部
村
の
桜
ま
つ
り
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
の
た
め
に
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

大
切
に
守
り
育
て
て
お

ら
れ
ま
す
ダ
ム
周
辺
の

千
本
桜
を
見
に
、
お
出

か
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
思
い
ま
す
。

感染症拡大
防止に全力を

市長コラム65

日向神ダムの千本桜

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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を通じて放送します。
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▼
平
日
で
も
お
客
さ
ん
が
途
切

れ
ず
、
賑
わ
う
矢
部
村
特
産
物

販
売
所
。
訪
れ
た
人
は
お
店
の

雰
囲
気
に
癒
や
さ
れ
、
笑
顔
で

帰
っ
て
い
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
取
材
活
動
の
予
定

変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
3
月

で
し
た
。
新
年
度
を
迎
え
、
桜

も
見
頃
と
な
り
ま
す
。
一
日
も

早
く
収
束
の
日
が
訪
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
最
近
は
漢
字
も
ネ
ッ
ト
検
索

が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
改
め

て
辞
書
を
引
く
と
日
本
語
の
奥

深
さ
を
感
じ
ま
す
。
正
し
い
日

本
語
で
分
か
り
や
す
く
情
報
を

伝
え
て
い
き
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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